




１ プロジェクトの概要と実績 

「未来への伝承・架け橋プロジェクト」は，時間の経過とともに被災の記憶が風化する懸念が

あることや，また，これまで全国からのご支援により復興が進み，その成果について全国の皆様

に報告し感謝の意を伝える必要もあるため，東日本大震災発生時からの復旧復興の経緯と成果に

ついて，プレイベントを含めより効果的かつ積極的に発信するプロジェクトとして平成 24 年度下

半期から開始した。プロジェクトとして活動している内容は以下のとおりである。 

（１）「みやぎの農業農村復旧・復興パネル展」の開催 

（２）地方自治法派遣の派遣元の都道県における復旧復興セミナーの実施 

（３）大学等教育機関との連携による出前講座の実施 

 

（１）「みやぎの農業農村復旧・復興パネル展 」の開催 

  １）全国リレー展 

   ・地方自治法による職員派遣を実施している全国２８都道県と連携し，各都道県において 

『みやぎの農業農村の復旧復興パネル展 全国リレー展』と銘打ち，派遣職員の皆さんの

活躍状況をパネルにして派遣元の都道県民および都道県職員にお知らせするもの。 

・開催都道県の希望によりパネル展開催時に「パネル伝達式」を実施し，イベントの注目度

をあげた。 

H24 年度全国で 20 カ所開催（うちリレー展 11 カ所） 

H25 年度全国で 30 カ所開催（うちリレー展 16 カ所） 

H26 年度全国で 21 カ所開催（うちリレー展 15 カ所） 

H27 年度全国で 28 カ所開催（うちリレー展 16 カ所） 

H28 年度全国で 22 カ所開催（うちリレー展 15 カ所）見込み 

２）その他のパネル展示 

・全国リレー展とは別に，より多くの国民がパネル展をご覧いただけるよう，被災状況，応

急対応，復旧復興状況等のパネルを展示 

   ・県外だと農林水産省「消費者の部屋」や復興庁，東京スカイツリーなどで開催した。 

   ・仙台市内では七夕まつりや宮城県図書館等でパネルを展示した。 

   ・パネル展示の際に応援メッセージをポスターに書き込む募集をし，宮城県民に全国の皆さ

んからの応援メッセージについて周知した。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲写真 パネル展の様子（H25 年 10 月） 

農林水産省「消費者の部屋」 大臣視察状況 

▲写真 パネル展開催の様子（東京スカイツリー）

(H25 年 4 月) 
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（２）「2014 みやぎの農業農村復旧復興シンポジウム」 

平成 26 年 2 月 6 日仙台市エレクトロンホールで「2014 みやぎの農業農村復旧復興シンポジウ

ム」，7 日には現地調査が開催された。シンポジウムは「東京エレクトロンホール宮城」に約１，

０００人の参加者を迎え，第１部は宮城復興局，東北農政局，農林水産部の職員４名から復旧復興

状況報告を行い，第２部は知事をパネリストにしたパネルディスカッションを行った。 

パネルディスカッションでは，土地改良制度を活用したまちづくりと競争力のある農業経営体と

の育成をテーマとして，知事が「県内の農業が高齢化や担い手不足で集落機能が弱くなっている状

況であるが，被災地で収益性の高い農業に思い切って転換して日本農業のモデルになろう」と会場

の参加者へ呼びかけをした。 

 

 

（３）第３回国連防災世界会議 

「東日本大震災を踏まえた防災・減災に資する農業・農村の強靭化シンポジウム」 

平成27年 3月 14日～18日仙台市で開催された第3回国連防災世界会議において関連事業として，

「東日本大震災を踏まえた防災・減災に資する農業・農村の強靭化シンポジウム」を開催した。ま

た，仙台市民会館ではパブリック・フォーラム防災・復興に関する展示として「東日本大震災（東

北地方太平洋沖地震）農地・農業用施設等の復旧・復興状況」について東北農政局，宮城県，仙台

市，農村工学研究所，水土里ネットみやぎが協賛し実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自治法派遣の派遣元の都道県における復旧復興セミナーの実施 

地方自治法による宮城県へ派遣されている農業農村整備関係職員は，平成 25 年度においてピーク

時に 28 都道県 68 名にのぼる。宮城県の復旧・復興の状況報告並びに，派遣職員の方々及び派遣に

際しご尽力いただいた皆さまへの感謝を伝えることを目的に毎年各希望道県で開催。 

 

▲写真 シンポジウム（左）及びパネル展示（右）の様子 

▲写真 シンポジウムの様子 
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